



現在 , 筆者は学術研究助成金制度に基づく共同研究において ,『十巻章』の末釈に関する研究を進めて
いる。「末釈」には撰述者独自の解釈や , 撰述当時の思想背景等を考慮した内容が含まれており , これを時
代ごとに分けて精査することによって , 教理・思想展開の変遷を把握することができると考えられる。特
に『十巻章』は真言教理の根幹となる典籍類であるから , これに関する末釈を研究する意義は大きいとい
える。そこで今回は , 現在進めている作業の中から『即身成仏義』の末釈書について , 特に鎌倉期におけ
る末釈書を採り上げて言及していく。
１, 鎌倉期における『即身成仏義』の末釈を比較して
鎌倉期の『即身義』末釈書は多数存在するが , ここでは以下のような ,・道範（1178 ～ 1252）『即身





























































即ち身の成せる仏の義 「体」成仏 即→当体義 , 身→衆生肉身 , 成仏→常仏（当体即仏を指す）




即身 胎蔵 理（身） 衆生因人の肉身　






即 大円鏡智 不即・不離 金剛部
身 平等性智 色心不二 宝部
成 妙観察智 成菩提 蓮華部
仏 成所作智 覚行円満 羯磨部
義 法界体性智 四智不二 , 具足成就 仏部
一字解釈




義 義理 , 四字各々の道理を指し示す
